教育委員会　第１回　定例委員会

開催日：平成28年5月26日
時　間：15：00～15:30　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：松村・田澤
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜議事内容＞

教育委員会開催日程及び議事録担当分担

開催日時：毎月第１木曜日　15：30～16：00

場　　所：病院2階会議室

	委員会開催予定日
	議事録担当者

	　
	主担当
	副担当

	5月26日
	松村　裕美
	田澤　綾香

	6月2日
	菊地　昭暁
	野々上　千明

	7月7日
	豊田　のぞみ
	鈴木　厚子

	8月4日
	小沼　大悟
	江刺家　順子

	9月1日
	橋本　弘子
	赤坂　里美

	10月6日
	石渡　歩美
	大久保　采佳

	11月3日（日程調整）
	和田　美代子
	松川　達也

	　　　　　　　　12月1日
	會津　慧実
	稲田　香織

	1月5日
	藤田　真理子
	角金　優太

	2月2日
	石塚　周
	見付　和恵

	3月2日
	木皿　みゆき
	菊地　昭暁

	4月6日
	大久保　采桂
	豊田　のぞみ


· 主担当が作成。主担当欠席の場合、副担当が作成。2人とも欠席は副委員長がフォロー

28年度の研修予定と担当

1 法人研修概要

　　　開催予定日：開催月の第１火曜日・水曜日

　　　開催場所：原則　メンタルケア病棟4階千葉記念講堂

　　必須項目：感染関連1件　精神保健福祉法関連1件　個人情報保護関連1件

	開催月
	テーマ
	講師予定
	日時
	計画書提出
	担当
	備考

	6月
	接遇

（家族・電話対応）
	接遇向上・苦情対応委員会


	6月7・8日
	4月中旬
	○大久保采桂

鈴木厚子

木皿みゆき
	

	7月
	感染症関連

食中毒等の予防等

基本事項について
	感染対策委員会


	7月5・6日
	5月中旬
	○會津慧実

豊田のぞみ

江刺家順子
	必須項目

	9月
	精神保健福祉法関連（人権）
	精神保健福祉士
	9月6・7日
	7月中旬
	○石渡歩美

赤坂里美
見付和恵
	必須項目

	11月
	特別講演
	外部講師


	11月3日
	9月中旬
	○菊地昭暁

和田美代子
藤田真理子
	

	2月
	疾病・薬剤等の

トレンド情報
	医師講師
	2月7・8日
	12月中旬
	○橋本弘子

會津慧実
小沼大悟
	

	4月
	個人情報保護関連
	個人情報管理委員会
	4月4・5日
	2月中旬
	○鈴木厚子

松川達也

石塚周
	必須項目


②院内研修概要

　開催日：開催月第3週火曜日・水曜日

　形式：講議＋グループワーク

　必須項目：感染予防1件　精神保健福祉法関連1件　事故対策関連2件　薬品衛生管理1件（2月）防災関連1件。

	開催月
	テーマ
	講師
	予定日時
	担当
	備考

	6月
	当院における精神医療サービスの

在り方・今後の方向性
	病院ＡＯＭ
	21・22日
	○石渡　歩美

　松村　裕美
	

	7月
	事故対策関連
	事故対策委員会
	19・20日
	○橋本　弘子

　大久保　采桂
	必須

	8月
	精神保健・障害者総合支援法
（人権関係）
	精神保健福祉士
	16・17日
	○木皿　みゆき

菊地　昭暁
	必須

	9月
	防災関連
	防災委員会
	20・21日
	○小沼　大悟

　石渡　歩美
	必須

	10月
	感染：インフルエンザ・ノロ対策
	感染対策委員会
	18・19日
	○赤坂　里美

　橋本　弘子
	必須

	12月
	薬品衛生管理
	薬剤師
	20・21日
	○大久保　采桂

小沼　大悟
	必須

	1月
	事故対策関連：
	事故対策委員会
	17・18日
	○菊地　昭暁

　赤坂　里美
	必須

	2月
	接遇について
　（家族対応・クレーム対応）
	接遇委員会
	21・22日
	○松村　裕美

　木皿　みゆき
	


③苑内研修概要
開催日：開催月第3週火曜日・水曜日
形式：講議＋グループワーク
必須項目：認知症関連1件　接遇1件　事故対策1件　職業倫理1件　感染対策1件　緊急時対応1件　防災関連1件
	開催月
	テーマ
	講師
	日時
	担当
	備考

	5月
	南山苑の役割と機能について

職業倫理と法令遵守
	高齢AOM、SGM
	5/17.18
	野々上千明

和田美代子
	

	6月
	緊急時の対応

（急変時の対応：実技）
	健康管理グループ
	6/21.22
	藤田真理子

會津慧実
	必須項目

	7月
	高齢者虐待防止について
	施設管理者
	7/19.20
	和田美代子

鈴木厚子
	

	9月
	防災について
	防災委員会
	9/20.21
	會津慧実

松川達也
	必須項目

	10月
	事故対策（報告書の書き方とm-shell）
	事故対策委員会
	10/18.19
	鈴木厚子

江刺家順子

（調整必要）
	必須項目

	11月
	感染予防（インフルエンザ、ノロ、食中毒）
	感染対策委員会
	11/15.16
	松川達也

豊田のぞみ
	必須項目

	12月
	接遇（クレーム対応）
	接遇向上委員会
	12/20.21
	江刺家順子

（調整必要）

石塚　周
	必須項目

	1月
	介護技術（褥瘡のアセスメントを実施）
	褥瘡委員会
	1/17.18
	豊田のぞみ

野々上千秋
	必須項目

	2月
	認知症高齢者のケア（アセスメントの重要性）
	認知症ケア専門士
	2/14.15
	石塚　周

藤田真理子
	必須項目


④三沢研修概要

開催日：開催月第4週水曜日・木曜日

形式：講議＋グループワーク

	開催月
	テーマ
	講師
	日時
	担当
	備考

	4月
	南天の郷・南風苑・悠楽の里の機能と役割
	三沢AOM
	4/27.28
	田澤綾香

角金優太

稲田香織
	

	5月
	高齢者虐待と拘束

	未定
	5/25.26
	田澤綾香

角金優太

稲田香織
	

	6月
	緊急時の対応

	ＮＳ
	6/22.23
	田澤綾香

角金優太

稲田香織
	必須項目

	7月
	職業倫理と法令遵守

	AOM
	7/27.28
	田澤綾香

角金優太

稲田香織
	必須項目

	9月
	防災について

	防災委員会

	9/24.25
	田澤綾香

角金優太

稲田香織
	必須項目

	10月
	感染予防

	ＮＳ
	10/28.29
	田澤綾香

角金優太

稲田香織
	必須項目

	12月
	認知症高齢者のケア
	認知症ケア専門士（三沢AOM）
	12/23.24
	田澤綾香

角金優太

稲田香織
	必須項目

	1月
	事故対策

	事故対策委員会
	1/28.29
	田澤綾香

角金優太

稲田香織
	必須項目

	3月
	家族支援

	三沢AOM
	3/22.23
	田澤綾香

角金優太

稲田香織
	


⑤医療福祉学会へ向けて

医療福祉学会の進め方

　　　副委員長、大久保采桂さん、石渡歩美さん、會津慧実さんに企画書・抄録集編集・報告書などは主になってもらう。

　　　今年度は、6月中に1回目の企画書提出の予定とする。

　　　法人全体に早めに演題募集をし、抄録締め切りを9月15日までとする。

　　　特別講演の講師については、小向ＡＯＭと検討。

　当日までの準備や作業経過なども随時、連絡報告していく。

　★研修参加率　データ管理は主に総務：見付さんにお願いします。

　　・今年度もビデオ研修の参加も、研修参加として認めてもらえるように理事長へ働きかける。

・参加率の向上が図れるよう、各部署での申し送り等も利用して委員会メンバーも呼びかけをよろしくお願いします。

　　・研修参加出欠表の見直し・更新を早急にお願いします。

　★研修の方法（講師への依頼なども含め）

　　　研修の方向性・趣旨を明確にする

　　　　・法人研修→基礎知識の習得（必要技術の総論的役割）

　　　　　　　　　　専門職として成長する為のモチベーション作り

　　　　　　　　　　専門職としての質の向上ができるよう支援する。

・院内・苑内・三沢Ｇ研修

　　上記法人研修内容を含め、現在精神領域及び高齢領域で必要な知識の習得

　　意義のある研修内容となるよう、目的を明確にし講師と打ち合わせをしていく。

　　グループワークを含めた研修とし、考える・発表するといった全員参加型の研修

　　スタイルをとる事で、すぐに活用できる知識の習得が得られるよう支援していく。

★研修関連の企画書作成について

法人研修や外部講師（謝礼が発生）対応の研修は、企画書作成が必要になる

企画書は理事長に、2ヶ月前の決裁が必要になるので、早期に取り掛かる。

研修実施後の報告書は、すべての研修に必要である。

→部署管理者には出席スタッフ把握にむけての情報提供を含め、回覧実施。

報告書の提出期限について

　　3日以内に出席名簿を見付さんに担当が報告。

見付さんはＷＩＺ掲示板でスタッフへの確認対応（5日間：掲示の際には期日を記載）、

1週間で報告書書面の回覧を行う。

★委員会運営の年間の役割り

法人・院内・苑内・三沢Ｇ研修の年間スケジュールの担当

　　研修企画準備（法人研修）ＷＩＺの掲載・ポスター、研修場所の予約、実施後の報告書、

当日のアンケート配布と出欠確認・アンケート用紙の準備

法人研修はビデオ研修も予定する。

　　研修実施毎のスタッフ出欠状況の確認作業（総務：見付さん）

年間委員会出欠管理

　委員長が管理実施

　欠席届の個人業務管理（欠席届はフォルダに入っている）

委員会開催時の出席と議事録（書記）の担当

　書記は輪番制にする。作成後は所定フォルダへの保管、委員会ファイルへの保管、

委員会メンバーへの回覧

1 必ず実施の研修内容

感染に関すること

　年2回実施で法人では1回は行う

医療安全管理に関すること

　年2回

精神保健福祉に関すること、人権・権利・擁護

　年2回

医療ガス（業者：東酸）に関すること

　年1回は院内で実施

法人で必ず実施の内容

　個人情報保護関係

2 講師によっては対外交渉

執行ＡＯＭに担当してもらう

外部講師（消防はなし）の場合は、その方の社会的地位によって謝礼が発生する

研修終了後に総務から講師に渡してもらう

3 研修関連の企画書作成について

法人研修や外部講師（謝礼が発生）対応の研修は、企画書作成が必要になる

企画書は理事長に、2ヶ月前の決裁が必要になる

研修実施後の報告書は、すべての研修に必要である。

4 南山苑でも法人研修の報告書（印刷して）をファイルに綴じておく

また、南山苑での苑内研修は、副委員長が管理する。

5 委員会主催の研修実施日について

2回実施日をとる（法人、外部講師関連以外）

看護グループ研修との日程の調整。

法人の大きな行事企画などと重ならないように（旅行や青仁会祭りなど）

⑥　研修参加率

　　　全体参加率も必要であるが、個人ごとのデータも管理していくことが必要。

　　　研修参加への意識改革を目的とし研修カードを活用。

　　　管理者にも情報を伝えていくように、研修ごとに集計データの報告書の作成は

作っていく形にする。

　　　（個人の参加率の管理を優先に）

　　　業務扱い⇒準夜・遅Ｂ・遅Ｃ・深夜入り

　　　　　　　　（深夜明けは業務扱いにはならない。）

⑦　ビデオ研修の位置づけ

　　　今年も法人研修に関しては、ビデオ研修を継続していく

　　　個人のカウントはしないが、出席率全体のデータには加えていく。

→昨年度のビデオ研修参加者は15名

ビデオを財団から借用しており、保存用メモリカードも無い状態のため、今年度のビデオ研修実施について検討。

今年度は、外部講師以外のビデオ研修を実施せず、不参加者にはＷＩＺ内に保存されている資料を参照していただく形式をとる

≪研修実施前後にあたり≫　　　　H28
1．研修開催までの流れ
1 研修テーマの決定
2 講師選定
3 担当者から講師へ連絡
4 講師と打ち合わせ（開催日時・場所、内容について）
5 掲示(病院、南山苑、WIZ掲示板へ)
6 研修場所の施設予約
7 研修当日の担当割り振りをし、委員へ連絡。（準備、後片付けなど）
8 報告書の提出
2．報告書について
アンケートを集計し、その結果を報告書に載せます。アンケート用紙は総務の見付さんへ提出し、研修終了日より５日間、出欠に関しての申告期間とします。出欠が確定した後、報告書に載せ、委員長に提出してください。研修で使用した資料も添付してください。

3．報告書に必ず載せること
1 研修内容
2 アンケート結果　a.アンケート提出者総数

　　　　　　　　　　b.研修参加対象者総数

　　　　　　　　　　c.参加対象外者数(遅B、C、準夜、深夜入り、出張等)

　　　　　　　　　　d.当日参加者(参加率=研修参加対象者総数÷アンケート提出者総数)

3 考察
4 感想等
5 反省・改善点
4．回覧方法
報告書を、教育委員と各管理者へ回覧してください。
・院内研修⇒精神医療福祉領域　AOM、SGM、JGM、TOL

・苑内研修⇒高齢者介護福祉領域　IOO、AOM、SGM、JGM、TOL
≪ビデオ研修実施に関してのマニュアル≫

　今年度は法人研修を対象にビデオ撮影を実施し、研修当日の不参加スタッフ対象に後日、撮影したビデオを流しフォロー研修を実施する事にする。実施担当者は基本的に法人研修担当スタッフが責任担当とする。
　開催日は、法人研修日の翌日とする。2日間の法人研修であれば1日、1日間の法人研修であれば2日間を、それぞれビデオ研修日として実施する。
　実施会場は、４階メモリアルホールとする。
　実施時間は、17時30分～18時30分を基本とする。

　事前準備）
　　　使用物品は青山荘から借用する。事前に借用の連絡をし、借用当日には記録簿に記載する。
　　　（DVDビデオカメラパナソニック・充電器・バッテリー2・ケーブル・端子）
　　　DVD-Rは、病院２階AOMデスク脇の、アンケートの置いてある箱に置いてある。
　　　会場は4階メモリアルホールを使用し、事前に施設使用願いをフロー申請する。
　　　法人研修お知らせの掲示板や掲示物に、フォロー研修実施の案内も行う（企画書にもビデオ研修についての記載を行う）
　当日）
会場や物品の設営
参加者名簿を控え、アンケート記入をしてもらう
報告書にも記載する
物品関係の後片付け
　その他）
· ビデオ研修の位置づけ
個人は出席扱いにはなりませんが、何らかの理由で出席できないスタッフの学習の機会とする
研修カードの運用について

　研修後、参加した職員の各個別研修カードに担当教育委員会スタッフの印鑑を押す。

　研修時、研修担当者が個別研修カードファイルを持っていく。

　研修カードファイルは各、施設ごとに教育委員会が管理する。

上司との面談や自己確認したい時など回覧は自由とする。

各個別研修カードファイルの保管場所は各施設毎に教育委員会が保管
＜次回委員会＞

日時：平成28年6月2日（木）

場所：青南病院2階　会議室
